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②おおむね順調に進展している。 １．研究計画の概要 
（理由）動物実験にて非常に良好な結果を得
ることができ、ヒトの中耳粘膜および鼻粘膜
より粘膜シートを作成することもできた。臨
床治験はまだ開始されていないが、データは
十分にそろったので、90％程度の到達度と考
える。 

中耳真珠腫や癒着性中耳炎に対する鼓室形
成術の成否は術後の鼓室腔および乳突腔に
おける粘膜の上皮化に依存している。従来の
術式では術後粘膜の上皮化が期待できない
場合も多く、術後成績には限界がある。そこ
で術前に患者本人の粘膜組織から採取した
粘膜上皮細胞を培養し、粘膜シートを作成・
移植することにより、術後の粘膜再生を促進
し、鼓膜の再癒着を防止と有効な鼓室腔を作
成することを目的とした研究を行っている。 

 
４．今後の研究の推進方策 
今後はさらに ヒトの鼻粘膜から粘膜シー
トを作成し、臨床治験を行う方向で、検討を
進める。  

２．研究の進捗状況  
５. 代表的な研究成果 現在までに白色家兎の中耳粘膜および鼻粘

膜から温度応答性感受性皿を用いた粘膜細

胞シートを作成し、組織学的検討および移

植実験を行った。その結果、組織学的検討

では、中耳粘膜細胞シートおよび鼻粘膜細

胞シートは正常中耳粘膜とほぼ同等の構造

を呈した。 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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 また中耳粘膜細胞および鼻粘膜細胞シー

トを白色家兎の中耳にそれぞれ移植したと

ころ、移植した粘膜細胞シートは生着し、

含気ある中耳腔が作成され良好な成績をお

さめた。 

 さらに移植粘膜シートのガス換気機能を
調べるために、中耳腔全圧の測定を行い、粘
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同等なガス換気が得られた。 
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